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　文章を書く大切さを知ってほしいと、12 月２日、町内３つ
のライオンズクラブから、今年も町内の小学生約 480 人に年賀
はがき 1000 枚が贈られました。年賀はがきは早速、小学校に
配布され、子どもたちは友だちやおじいちゃんおばあちゃんな
どに宛てて近況などを書きました。（写真上は明新小学校４年
生の様子。写真下は西川教育長（左端）へ年賀はがきを手渡す
ライオンズクラブの（右から）田中会長、藤元会長、三谷会長）

伝 わ る ね 手 書 き の 年 賀 状
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
昨
年
10
月
の
町
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
無
投
票
に
よ
る
ご
信
任
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
町

民
の
皆
様
か
ら
付
託
さ
れ
た
「
誰
も
が
主

役
に
な
れ
る
町
」
そ
し
て
「
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
し
っ

か
り
と
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
財
政
の
健
全
化
は
、

引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
中
期
的
な
財
政
運

営
に
目
途
が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
か
ら
15
年
を
経
過

す
る
こ
と
で
合
併
に
よ
る
国
か
ら
の
財
政

支
援
が
終
了
す
る
な
ど
、
今
後
迎
え
る
厳

し
い
財
政
環
境
を
見
据
え
ま
す
と
、
今
ま

で
以
上
に
行
政
の
効
率
化
・
簡
素
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
健
全
な
財
政
」
の
も
と
に
あ
ら
ゆ
る
行

政
運
営
が
在
る
こ
と
を
意
識
し
、
ど
の
よ

う
な
財
政
環
境
の
変
化
に
も
耐
え
う
る
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

周防大島町長　椎木　巧

年頭のごあいさつ

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
定
住
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、
急
激

に
進
む
少
子
高
齢
化
、
こ
れ
に
よ
っ
て
起

こ
る
過
疎
な
ど
の
社
会
の
構
造
変
化
や
こ

れ
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
の
縮
小
は
、
我

が
国
全
体
に
お
い
て
も
深
刻
な
問
題
で
あ

り
ま
す
。
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
観
光
交

流
人
口
１
０
０
万
人
構
想
の
も
と
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
、さ
ら
に
は
「
定
住
」

へ
と
繋
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は
、「
地

方
創
生
」
を
追
い
風
に
、「
ひ
と
」
や
「
し

ご
と
」
の
流
れ
を
「
定
住
」
に
繋
げ
る
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
資
源
を
投
入
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

続
い
て
防
災
対
策
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
学
校
や
病
院
の
耐
震
化
を
は
じ
め
、

防
災
行
政
無
線
や
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
施
設

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
、

近
年
の
多
様
化
・
大
規
模
化
す
る
自
然
災

害
の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し
、
地
域
防

災
力
の
強
化
と
幅
広
い
対
応
な
ど
、
自
治

体
へ
の
課
題
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
お
り

ま
す
。
実
効
性
の
あ
る
自
主
防
災
組
織
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
の
役
割
分
担
の
意
識
の
向
上
を
図
る

な
ど
、
い
か
な
る
災
害
に
も
「
万
全
」
を

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
健
康
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
、健
康
な
人
も
含
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
す
る
効
率
性
の
あ
る
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
健
康
づ
く
り

の
施
策
で
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
化
率
の

高
い
本
町
に
お
い
て
は
、
健
康
づ
く
り
は

大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
健
康
寿
命
を
延

伸
さ
せ
、
平
均
寿
命
に
健
康
寿
命
を
近
づ

け
る
こ
と
で
、「
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
」

を
実
感
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
更
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
対
策
等
、
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
事
項
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

新
し
い
任
期
の
４
年
間
は
、
周
防
大
島

町
政
に
と
っ
て
財
政
環
境
を
は
じ
め
、
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
皆
様
と
共
に
町
勢
の
振

興
に
全
力
で
臨
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
年
一
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
き
一
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「 誰もが主役になれる町へ 」
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大
人
の
仲
間
入
り

大
島
地
区

久
賀
地
区

　
橘
地
区

東
和
地
区

　

１
月
４
日
、
山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は

１
０
０
名
が
参
加
し
、
前
崎
浩
海
さ
ん
（
久
賀
）
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
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本
年
の
確
定
申
告
、
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
等
の
申
告
相
談
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

各
会
場
の
日
程
は
、
当
該
地
区
の
予
定
申
告
者
数
に
よ
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
他
の
会
場
で
申
告
さ
れ
る
方
以
外
は
、
出
来
る
だ
け
指
定
の
日
に

申
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、別
に
お
配
り
し
て
い
ま
す「
申
告
案
内（
申

告
書
付
き
）」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
会
場
で
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
所
の
開
設
は
２
月
16
日
㈭
か
ら

税
務
申
告

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 16 日 木

棟 畑、 屋 代 中 村、 奥 村、 石 原、
樫原

9:30 ～ 16:00

大島庁舎 
（３階会議室）

自光寺、神領、中、原、田中

2 月 17 日 金
銅、郷の坪、徳神、吉井

9:30 ～ 16:00上 砂 田、 砂 田、 下 砂 田、 吉 兼、
上北迫、下北迫、東北迫

2 月 20 日 月
川地、羽越、石小田

9:30 ～ 16:00
先小田、中小田、和田

2 月 21 日 火
屋代中田、（上・中・下）片山

9:30 ～ 16:00
宮の下、北石、沖石

2 月 22 日 水
北一（西・中・東）、北二（西・中・東）

9:30 ～ 16:00
笠佐、瀬戸、南一、南二、南三

2 月 28 日 火
寺家、東畑、西畑、小平

9:30 ～ 16:00

蒲野農村環境
改善センター

小山田南、小山田北

3 月 1 日 水
流東、流西、中塚、前港

9:30 ～ 16:00
後港、東浜北、東浜南

3 月 2 日 木
西の郷、蔵本、明神松（東・西）

9:30 ～ 16:00
三蒲中村、新屋敷、西田

3 月 3 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 6 日 月
立石、皆地、赤石、中浜、迎原

9:30 ～ 16:00

沖浦農村環境
改善センター

原庄、久保庄、下庄、坂本、
西浜

3 月 7 日 火
森添、大歳

9:30 ～ 16:00
塩田

3 月 8 日 水
浜、塩町、木原

9:30 ～ 16:00
奥田中、里

3 月 9 日 木
川窪、中開地

9:30 ～ 16:00
天神東、明神、追通

3 月 10 日 金
大東、久保

9:30 ～ 16:00
家房原、割石

3 月 13 日 月
新開、松ヶ崎、金屋、唐樋

9:30 ～ 16:00

大島庁舎 
（１階会議室）

水車、砂堀、小方、五反田

3 月 14 日 火
小松中田、手崎

9:30 ～ 16:00
明新、安迫

3 月 15 日 水
浜西、浜東

9:30 ～ 16:00
郷串、上湯所、下湯所

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 23 日 木

山 下 浜 東 １ 区、 山 下 浜 東 2 区、
山下浜西 1 区

9:30 ～ 16:00

椋野公民館
（大会議室）

山下浜西 2 区、西ヶ原

2 月 24 日 金
花田道面、平原大畑、木屋原

9:30 ～ 16:00
久保田中郷、大元

2 月 28 日 火
前島、向町、仲町、八幡上

9:30 ～ 16:00

山口県大島防災
センター

（会議室）

八幡下、洲崎、港町

3 月 1 日 水
戎町、上本町、本町、古町

9:30 ～ 16:00
白石、大崎

3 月 2 日 木
新開東、新開西

9:30 ～ 16:00
丸山、流田、庄地

3 月 3 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 7 日 火
東天満町、西天満町

9:30 ～ 16:00

山口県大島防災
センター

（会議室）

西中津原、上津原

3 月 8 日 水
東中津原、中瀬田

9:30 ～ 16:00
佐古、宗光東、宗光西

3 月 9 日 木
畑能庄

9:30 ～ 16:00
久保河内下、久保河内上

3 月 10 日 金
山田上、山田中、山田下

9:30 ～ 16:00
向津原、東下津原

【表の見方】
上段の行政区の方は午前中に、
下段の行政区の方は午後からの目安でお願いします。
※日付をよくご確認のうえお越しください。

大島地区

久賀地区
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○
申
告
相
談
所
開
設
期
間
中
は
、
税
務
課
職

員
が
各
相
談
所
に
出
向
く
た
め
、
税
務
課
の

窓
口
で
は
最
小
限
の
職
員
で
の
対
応
と
な
り

ま
す
。

　
○
申
告
書
の
提
出
ま
た
は
、
税
務
申
告
の
説

明
（
簡
易
）
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
○
18
才
以
上
の
方
（
収
入
の
無
い
場
合
等
）

で
申
告
の
必
要
の
な
い
方
で
も
、
所
得
・
課

税
証
明
書
等
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
や

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
軽
減
措
置
を
受
け
る

場
合
、
扶
養
の
認
定
・
年
金
の
裁
定
請
求
や

免
除
申
請
を
す
る
場
合
等
は
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
や
医
療
費
の
負
担

区
分
判
定
、
高
額
療
養
費
の
計
算
等
も
申
告

を
基
に
し
た
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
確
定
申
告
を
し
た
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

年
末
調
整
の
済
ん
だ
方
な
ど
は
町
県
民
税
等

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　
☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 16 日 木
小泊（東・東中）

9:30 ～ 16:00 小泊集会施設
小泊（西中・天神）

2 月 17 日 金 伊崎、外入（全域） 9:30 ～ 16:00 白木多目的共同
利用施設

2 月 20 日 月

雨振 ､ 伊保田（3 区・4 区・5 区・
6 区）

9:30 ～ 16:00

油田農村環境
改善センター

伊保田（7 区・8 区・9 区・10 区・
11 区）

2 月 21 日 火
情

9:30 ～ 16:00
小伊保田

2 月 22 日 水
油宇（13 区・14 区・15 区・16 区）

9:30 ～ 16:00
油宇集会施設油宇（17 区・18 区・19 区）

2 月 23 日 木 馬ヶ原、黒谷 9:30 ～ 12:00

2 月 24 日 金
船越（東・中）

9:30 ～ 16:00 船越公民館
船越（西）

2 月 27 日 月
長崎（東・西）、西方

9:30 ～ 16:00 西方公民館
下田（中・東・西）

2 月 28 日 火
沖家室（中・峠・刈山・岡・鼻・南）

9:30 ～ 16:00

佐連会館
佐連（東・中）

3 月 1 日 水
佐連（西）

9:30 ～ 16:00
地家室（西・中・郷・東）

3 月 2 日 木
和佐（磯・東浜・東中浜）

9:30 ～ 16:00
和佐公民館和佐（西浜・大西・郷）

3 月 3 日 金 神浦（東・西） 9:30 ～ 12:00

3 月 3 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 9 日 木
和田（東泊・西泊・中泊）

9:30 ～ 16:00
和田公民館和田（庄東・庄西・庄里）

3 月 10 日 金 内入（東・西） 9:30 ～ 12:00

3 月 14 日 火
森 ( 全域 )

9:30 ～ 16:00
東和総合センター平野 ( 全域 )

3 月 15 日 水 小積、大積、五条 9:30 ～ 12:00

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 17 日 金
吉浦、秋（江頭・下開地）

9:30 ～ 16:00 秋老人憩いの家
秋（西開地・神田）

2 月 20 日 月
庄南

9:30 ～ 16:00

橘ウインドパーク
庄北、大泊

2 月 21 日 火
三ツ松（東）

9:30 ～ 16:00
三ツ松（中・西）

2 月 23 日 木
原

9:30 ～ 16:00

原地区学習等
供用施設

古城

2 月 24 日 金
鹿家、栄

9:30 ～ 16:00
安高

2 月 27 日 月
浮島（樽見） 9:00 ～ 11:30 浮島地区学習等

供用施設

浮島（江ノ浦） 13:00 ～ 14:30 浮島漁村センター

3 月 3 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 6 日 月
塩宇

9:30 ～ 16:00

橘総合センター
　　

西浦、和戸

3 月 7 日 火
源明、川間

9:30 ～ 16:00
安下、長天、田中

3 月 8 日 水
おれんじヒルズ、真宮

9:30 ～ 16:00
正分

3 月 13 日 月

土居（西上・西下・西中・東上・
東下・東中） 9:30 ～ 16:00

日良居出張所

日前浜（浜西中・浜中・日良居
団地・浜西・浜東）、長浜

3 月 14 日 火
日前郷（貞広・大光寺）

9:30 ～ 16:00
日前郷（新屋上・新屋下）

3 月 15 日 水
油良（西・西中・東中）

9:30 ～ 16:00
油良（東・郷）

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

橘地区

東和地区平成 28 年分の確定申告書から、
個人番号（12 桁）の記載が必要です。
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柳井税務署からのお知らせ

★平成２８年分所得税および復興特別所得税の確定申告期間は

2 月 16 日㈭から 3 月 15 日㈬までです
※還付申告については、平成２９年１月１日以後、提出することができます。

※２月 15 日㈬以前は、申告会場を設けていないため、申告相談で税務署へお越しの方は２月 16 日㈭か
　ら３月 15 日㈬までの期間にお越しいただくか、送付（郵便または信書便）による提出をお願いします。
※申告会場の駐車場は混雑が予想されます。来場の際には公共交通機関をご利用ください。

★確定申告書へのマイナンバーの記載等について

地　　　区 開　設　日 相 談 時 間 会　　場　　名

柳井税務署管内全域   2 月 16 日㈭～ 3 月 15 日㈬
（土日は除きます）

9：00 ～ 17：00
（受付は 16：00 まで） 柳 井 税 務 署

周防大島町 ３月３日㈮ 9：30 ～ 16：00 山口県大島防災センター

平成 28 年分以降の確定申告書に
は、マイナンバー（12 桁）の記載
と本人確認書類の提示または写し
の添付が必要です。

★申告会場の開設日程について

■問い合わせ　　
　柳井税務署　　☎０８２０（２２）０２７７

申告書の作成は、便利な

「確定申告書等作成コーナー」で！
　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額など
が自動計算され、所得税、消費税および贈与税の申告
書や青色申告書などを作成できます。

 作成コーナー で 検索

振替納税をご利用ください
　納税のために金融機関や税務署に出向く必要がなく、
大変便利で確実な納付方法です。
　お申し込みは、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依
頼書」に必要事項をご記入・押印の上、申告期限までに
税務署または金融機関に提出してください。

　「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付
依頼書」は国税庁ホームページからダウ
ンロードできます。

平成２８年分の振替日

所得税および復興特別所得税　４月２０日㈭
消費税および地方消費税　　　４月２５日㈫

詳しくは  国税庁 で 検索
広島国税局キャラクター

広島主税（ちから）くん

マイナンバーの入力と本人確認書類の提示または写
しの添付が必要です。ただし、ｅ - Ｔａｘで送信す
れば本人確認書類の提示は不要です。

詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

★ぜひ、ご自宅のパソコンで申告書の作成を！

作成した申告書等は…

e-Tax 送信
　※事前準備が必要です

書面提出
または

マイナンバーの記載 ＋ 本人確認書類の提示
または写しの添付

マイナンバーカードがある方はご持参ください。
マイナンバーカードがない方は「通知カード」と「本人確認書類 ※」をご持参ください。
※本人確認書類…顔写真入り（運転免許証など）は 1 枚。
　　　　　　　　顔写真が入っていないもの（健康保険証やキャッシュカード）は２枚以上
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勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
る
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
は
、
失
業
（
離
職
）
か

ら
一
定
の
期
間
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。（
軽
減
に
は
申
請
が
必
要
で
す
）

■
対
象
者
に
つ
い
て　

　

次
の
①
～
③
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。 

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
年
月
日

が
、
平
成
23
年
３
月
31
日
以
後
で
あ
る
こ
と 

②
離
職
日
に
お
い
て
、
65
歳
未
満
で
あ
る
こ

と ③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
「
離
職
理
由

コ
ー
ド
」
が
「
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・
31
・

32
・
33
・
34
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

■
適
用
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
翌
年
度
末
ま
で
と

な
り
ま
す
。

※
再
就
職
し
て
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入

す
る
場
合
は
、
そ
の
時
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
軽
減
の
算
定
方
法

　

対
象
者
の
前
年
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

を
３
０
／
１
０
０
と
し
て
算
定
し
ま
す
。（
給

与
以
外
の
所
得
、
対
象
者
以
外
の
被
保
険
者

の
所
得
、
対
象
期
間
外
の
所
得
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
／
１
０
０
と
し
て
算
定
し
ま
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
印
鑑

○
本
人
確
認
書
類

・
１
枚
の
提
示
で
よ
い
も
の
（
顔
写
真
付
き
）

　

…
運
転
免
許
証
等

・
2
枚
以
上
の
提
示
が
必
要
な
も
の
…
被
保

　

険
者
証
等

■
申
請
場
所　

　

税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

課
税
第
１
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
す
。

　

特
別
の
理
由
も
な
く
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
通
常
よ
り
有
効
期
限
の
短

い
保
険
証
（
短
期
被
保
険
者
証
）
を
交
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
た
り
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
を
差
し

押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
）
の
方
で
も
年
度

の
途
中
で
保
険
料
が
増
減
し
た
場
合
は
、
一
時
的
に
普
通
徴
収
（
納
付
書
で
納
め
る
）

に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
変
更
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
が
、
納
付
方
法
が
変
更
し
た
こ
と
に

気
付
か
ず
納
め
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

督
促
状
や
催
告
書
な
ど
が
届
い
た
と
き
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に

■
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

税
務
課 

徴
収
対
策
班　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
３
１

セルフメディケーション税制
（医療費控除の特例） が創設
されました

　セルフメディケーション税制（医療
費控除の特例）とは、健康の維持増進
および疾病の予防への取り組みとして
一定の取り組みを行う個人が、平成 29
年１月１日以降に、スイッチＯＴＣ医
薬品（要指導医薬品および一般用医薬
品のうち、医療用から転用された医薬
品）を購入した際に、その購入費用に
ついて所得控除を受けることができる
ものです。
※この特例は現行の医療費控除制度と
　の選択となりますので、この特例を
　受ける場合には、現行の医療費控除
　の適用を受けることができません。

（医療用から転用された医薬品：スイッ
チOTC 医薬品）について
 ・対象となる医薬品の薬効の例
　かぜ薬、鼻炎用内服薬、水虫・たむ
　し用薬、肩こり・腰痛・関節痛の貼
　付薬

（注）上記薬効の医薬品の全てが対象と
なるわけではありません。
※対象となる医薬品については、厚生
労働省のホームページにて随時更新さ
れています。
　詳細については、厚生労働省のホー
ムページ等でご確認ください。

　特定一般用医薬品等購入費に係る領
収書（特定一般用医薬品等に該当する
ものの金額が明らかにされているもの
に限ります。）のほか、その年中に一定
の健康診査（特定健康診査、定期健康
診断、健康診査、がん検診等）や予防
接種など特定の取り組みを行ったこと
を明らかにする書類を申告書に添付等
する必要があります。一定の健康診査
や予防接種など特定の取り組みを行っ
たことを明らかにする書類は、基本的
には領収書や結果通知表になりますが、
詳細については発行元の医療機関また
は保険者に問い合わせをお願いします。

ご注意ください
これは平成２９年中からが対象と
な る も の で す。 今 回（ ２ ８ 年 中 ）
の申告は対象ではありません。

対象となる医薬品

添付する書類

⚠
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簡
易
水
道
事
業
の
一
部
を
統
合
し

上
水
道
事
業
（
周
防
大
島
町
水
道

事
業
）
を
創
設
し
ま
す

　

現
在
、
周
防
大
島
町
の
水
道
事
業
は
、

13
の
簡
易
水
道
施
設
と
１
つ
の
飲
料
水
供

給
施
設
で
構
成
さ
れ
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
で
会
計
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
は
事
業
規
模
が
小
さ
く
、
経

営
基
盤
が
ぜ
い
弱
で
あ
る
た
め
、
国
は
平

成
19
年
６
月
に
事
業
統
合
・
広
域
化
に
よ

①久賀簡易水道

②椋野簡易水道

③大崎白石簡易水道

④三蒲簡易水道

⑤小松屋代簡易水道

⑥沖浦簡易水道

⑦東部簡易水道

⑧西部簡易水道

⑨安下庄簡易水道

⑩日良居簡易水道

⑪源明飲料水供給施設

⑫前島簡易水道

⑬笠佐島簡易水道

⑭江ノ浦簡易水道

周防大島町水道事業

現在の水道事業 平成 29 年 4 月 1 日 から

上水道事業会計
（公営企業会計）

⑫前島簡易水道

⑬笠佐島簡易水道

⑭江ノ浦簡易水道

①から⑪の簡易水道と飲
料水供給施設を統合し、
給水人口が５千人を超え
るため地方公営企業法の
全部適用を受け、公営企
業会計となります。

各簡易水道事業等の給
水人口は５千人以下。

簡易水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

る
効
率
的
な
経
営
体
制
の
確
立
を
促
進
す

る
た
め
補
助
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
周
防
大
島
町
は
、
平
成

21
年
８
月
に
前
島
、
笠
佐
島
お
よ
び
浮
島

の
３
離
島
を
除
く
10
の
簡
易
水
道
施
設
と

１
つ
の
飲
料
水
供
給
施
設
を
、
平
成
29
年

３
月
末
ま
で
に
統
合
す
る
計
画
を
国
に
提

出
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
法
で
は
簡
易
水
道
は
給
水
人
口
が

５
千
人
以
下
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本
町

で
は
統
合
に
よ
り
こ
れ
を
上
回
る
こ
と
か

ら
、
地
方
公
営
企
業
法
が
全
部
適
用
と
な

る
上
水
道
事
業
（
周
防
大
島
町
水
道
事
業
）

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
と

は
別
に
会
計
（
公
営
企
業
会
計
）
処
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

上
下
水
道
課
は
水
道
課
と
下
水
道
課
に
分

か
れ
、
利
用
者
の
皆
様
へ
お
送
り
す
る
納

入
通
知
書
等
の
様
式
を
一
部
変
更
い
た
し

ま
す
。

　

引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
役
場
上
下
水
道
課
管
理
班

（
久
賀
東
庁
舎
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

環
境
生
活
部

環
境
生
活
部

上
下
水
道
課

下
水
道
課

水  

道  

課

下
水
道
班

管  

理  

班

水  

道  

班

役場の組織体制

下
水
道
班

管  

理  

班

水  

道  

班

※
水
道
使
用
料
の
料
金
体
系
や
検
針
時

期
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
上
下
水
道
料
金
の
収
納
は
、
水
道
課

（
管
理
班
）
で
行
い
ま
す
。

平成２９年４月１日から

➡

➡
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　設置された浄化槽は定期的に保守点検や清掃をしないと、適正な処理ができなくなり悪臭の原因となります。
浄化槽設置者には浄化槽法に基づき、定期の保守点検と清掃、年１回の法定検査が義務付けられています。
■保守点検・清掃について
　保守点検とは、常に浄化槽を正常な状態に保つための定期検査のことで、浄化槽の点検、修理や消毒薬の補
充を行います。また、清掃は浄化槽に溜った汚泥等の引き抜きを行います。保守点検は山口県の登録を受けた
保守点検業者に、清掃は周防大島町の許可を受けた業者に委託をお願いいたします。
■法定検査について
　法定検査とは、登録業者による保守点検、清掃が適正に行われているか、浄化槽が十分な機能を発揮してい
るかを指定検査機関（一般社団法人　山口県浄化槽協会）が確認する大変重要な検査で、設置者には法定検査
を受ける義務があります。法定検査には、浄化槽の使用開始後３カ月から８カ月の間に受ける設置後等の水質
検査（７条検査）と、その翌年から毎年１回受ける定期検査（11 条検査）の２種類があります。
　検査はいずれも有料で、料金は下記のとおりです。検査機関から検査の案内が届きましたら、忘れずに料金
を納付し検査を受けてください。

浄化槽を設置されている皆様へ

○下水道への接続（排水設備工事）はお済みですか
　台所、風呂場やトイレなどから流される汚水を下
水道へ排除するために、住宅内に設置される排水管
やマスなどを排水設備といいます。排水設備は個人
の負担で設置し管理していただく私設の下水道で、
個人の大切な財産です。
　下水道が整備され利用できるようになった地域で
は、３年以内に下水道への接続をお願いいたします。
○排水設備工事は、排水設備指定工事店で
　周防大島町では、排水設備工事に必要な専門的な

上 下 水 道 課 か ら の お 知 ら せ で す

法定検査料金　（５・７・10 人槽の場合）
７条検査　　　９, ５００円
11 条検査　　  ５, ５００円
　　　　　　　（単独処理浄化槽は　４, ２００円）

■問い合わせ
　山口県柳井保環境保健所　☎０８２０（２２）３６３１
　周防大島町上下水道課　　☎０８２０（７９）１０１１
　（一社）山口県浄化槽協会柳井支部
　　　　　　　　　　　　☎０８２０（２２）４６６５

重要なお知らせ
　排水設備の供用地区において、ウェット
ティッシュ（溶水タイプも含む）や下着、タ
オル等が流され、ポンプが詰まる事案が多発
しています。このような事態が起こりますと、
下水道の維持管理費が増大するばかりでなく、
ポンプなどが故障し、下水道が使用できなく
なる恐れがあります。
　下水道を気持ちよくご利用いただくために、
皆さまのご協力をお願いいたします。

知識と技術を持ち、山口県下水道協会に登録された
技術者のいる工事店を排水設備「指定工事店」とし
て指定しています。排水管の布設やトイレの改造工
事が正しく行われないと、配管が詰まったり故障の
原因となり、日常生活に支障が生じるだけでなく、
下水道の機能にも悪影響を与える恐れがあります。
そのため、必ず「指定工事店」で排水設備工事を行っ
てください。
◆周防大島町排水設備指定工事店の新規登録受付に
ついて
　周防大島町では、公共下水道、農業集落排水事業
および漁業集落排水事業の排水設備工事について指
定工事店制度を採用しています。
　新規登録を希望する工事店は、受付期間内に申請
してください。受け付け期間外の申請は受け付ける
ことができませんのでご了承ください。
■受付期間　2 月 1 日㈬～ 28 日㈫
■指定手数料（４月の指定工事店証受け渡し時に納付）
　１件につき　８，０００円
■指定期間
　平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日
■申請・問い合わせ　上下水道課　下水道班
☎０８２０（７９）１０１１
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　私たち食推は地域で食を通じた健康づくりをすすめるため、調理実
習や試食を交えた講習会（復伝会）を行っています。先日は東和地区
の沖家室で復伝会を実施し、22 名の方がご参加くださいました。
　はじめに、高齢期を元気で過ごすための食生活についてのお話や、
町がすすめている “ちょび塩” について「１日にとる食塩の目標量は
何グラム未満？」｢ ラーメン１杯に含まれる食塩の量は？ ｣「しょうゆ、
ケチャップ、マヨネーズの中で１番食塩量の少ない物は？」などクイ
ズ形式でお伝えし、ちょび塩を実行するための食べ方や味付けの工夫
についてお話しました。
　その後、うす味でバランスのよいメニューを皆さんと一緒にいただ
きました。しそやマスタード、酢を使って食塩量を控えた味付けでし
たが、「うす味でもおいしく食べられた」と感想がありました。
　これからもいろいろな地域で活動していきたいと思います。

　　　　　　周防大島町食生活改善推進協議会東和支部　竹中　悦子 ▲沖家室での復伝会の様子

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
、
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～
46

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
正
月
で
食
べ
過
ぎ
た
り
、
運
動
不
足
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

お
正
月
と
言
え
ば
昔
は
、
賑
や
か
に
凧
揚
げ
を
し

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
目
に
す
る
機
会

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。以
前
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

幼
少
期
は
、
走
る
・
跳
ぶ
・
投
げ
る
な
ど
の
基
本
的

な
動
き
が
よ
く
発
達
す
る
時
期
で
、
こ
の
頃
に
体
を

動
か
し
た
経
験
が
そ
の
後
の
運
動
神
経
を
左
右
す
る

と
言
わ
れ
、
積
極
的
な
外
遊
び
が
と
て
も
大
切
な
時

期
で
す
。
40
年
前
の
子
ど
も
た
ち
と
比
較
す
る
と
、

体
力
・
運
動
能
力
調
査
の
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
今
の

子
ど
も
た
ち
は
低
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

 

こ
の
原
因
と
し
て
、
３
つ
の
「
間
」
の
減
少
が
あ

り
ま
す
。
1
つ
目
は
遊
ぶ
「
時
間
」、
2
つ
目
は
遊

ぶ
「
空
間
（
場
所
）」、
そ
し
て
3
つ
目
は
遊
び
「
仲

間
」
で
す
。
学
力
が
重
視
さ
れ
、
外
遊
び
の
重
要
性

が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
生
活
が
便
利
に

な
り
、
体
を
動
か
す
機
会
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
遊
び
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
ス
キ
ッ
プ
や
ケ
ン
ケ
ン
が
苦
手
な
子
も
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
、
新
潟
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
か
ら
講

師
を
招
き
、
遊
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
一
人
一
人
の

運
動
能
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
『
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
一
生
の
財
産
と
な
る
元

気
な
体
を
作
る
た
め
に
も
、
お
子
さ
ん
の
体
力
を
知

り
、
楽
し
く
遊
ぶ
経
験
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
！

　対象　３～６歳までのお子さんと保護者
　　　※３歳未満や小学生のご兄弟も参加できますので、お問い合わせください。
　定員　先着５０組
　参加費　保険料として１家族２００円
　問い合わせ　健康増進課　健康づくり班　☎０８２０（７３）５５０４

日時１月 22 日 ㈰    会場　島中小学校  講堂
時間　午前９時から正午まで（８時３０分から受付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           日時 １月 29 日 ㈰  9：30 ～ 14：30
   ちょび塩 ミニサミット in 周防大島 開催！        会場  大島文化センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
ちょび塩ミニライブ・ちょび塩ダンス、食事に関する講演会、ちょび塩活動発表、公開講座「味覚の授業」、ちょび塩試食、ちょ
び塩弁当の販売、健康チェックコーナーなど盛りだくさんです。どなたでもお気軽にご参加ください。　

■問い合わせ　健康増進課　健康づくり班　☎０８２０（７３）５５０４
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農地利用最適化推進委員 の推薦および募集

　農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員の選出方法が選挙から議会の同意を要件とする町長の任
命制に変更されました。また、同法改正により農地利用最適化推進委員が新設されることとなりました。
　周防大島町では、現農業委員が平成２９年７月１９日をもって任期満了となるため、次期農業委員および農
地利用最適化推進委員の推薦および募集を行います。

定数　１４人
任期　平成２９年７月２０日～平成３２年７月１９
　　日（３年）
対象者
　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化
の推進※に関する事項その他の農業委員会の所掌に
属する事項に関し、その職務を適切に行うことがで
きる者で共通事項の資格要件を満たす者
主な職務等
 ・農地法等によりその権限に属させた事項（農地の
　権利移動の許可や農地転用許可にあたって、具申
　すべき意見の決定等）についての調査および審議
　（毎月１回総会出席）
 ・農地等の利用の最適化の推進
 ・農地利用最適化推進指針の作成・変更
 ・その他農業に関する調査および情報提供ならびに
　研修等への参加

定数　２１人
任期　平成２９年７月（委嘱日）～平成３２年７月
　　１９日（農業委員の任期満了の日まで）
対象者
　農地等の利用の最適化の推進※に熱意と識見を有
する者で共通事項の資格要件を満たす者
主な職務等
 ・担当区域内の農地等の利用の最適化に係る現地調 
　査および利用関係の調整と推進
 ・農地利用最適化推進指針の作成・変更等への意見
 ・農地利用最適化に係る研修等への参加

推薦および募集の期間
　１月２０日㈮～２月２８日㈫
資格要件
○次の要件に該当する者
 ・町内に住所を有する者。ただし、業務の遂行に支
　障がなく、特別な事情がある場合はこの限りでは
　ありません。
 ・町が設置する他の附属機関等の委員で兼務が禁止
　されていない者
 ・町の常勤の職員でない者
○次のいずれかに該当する場合は委員となることが
　できません。
 ・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
 ・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで
　またはその執行を受けることがなくなるまでの者
推薦および応募の方法
　推薦書または応募申込書に必要事項を記入し、関係
書類を添えて、周防大島町農業委員会事務局まで持参
または郵送してください。持参される場合は、土曜日、
日曜日および祝日を除き、推薦および募集期間の午前
８時３０分から午後５時１５分までに提出してくださ
い。なお、郵送で提出する場合は、推薦および募集の
期限までに必着するよう送付してください。
※詳しくは、町ホームページの「周防大島町農業委
　員及び農地利用最適化推進委員の推薦及び募集の
　実施について」をご覧いただくか、農業委員会事
　務局にお問い合わせください。
推薦および募集に係る書類等
　推薦書、応募申込書等は農業委員会事務局で配布
しています。また、町ホームページからもダウンロー
ドできます。
書類の提出先・問い合わせ
〒 742-2301　周防大島町大字久賀 5134 番地
　周防大島町　産業建設部農林課内
　周防大島町農業委員会事務局
☎０８２０（７９）１００２

農業委員

農地利用最適化推進委員

共通事項

周防大島町
農業委員会

農業委員

※農地等の利用の最適化の推進とは、担い手への農地利用
　の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、　新規参入
　の促進により農地等の利用の効率化や高度化の促進を行
　うことをいいます。
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表
彰

◆
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

中
元
み
ど
り
さ
ん
（
小
松
）

　
（
山
口
県
連
合
婦
人
会
理
事
）

や な い 警

察

署

だ

よ

◆問い合わせ　周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　 　　　　　  柳井警察署　☎ 0820（23）0110

道路交通法の一部改正について

道路交通法が一部改正され、平成２９年３月１２日から施行
されます。

◆高齢者講習制度に関する規定の整備　
○７５歳以上の方
 ・これまで運転免許証を更新する際、認知機能検査の後、２時間３０
　分の講習を受講していましたが、法改正後は、認知機能検査の結果
　によっては、２時間または３時間の講習となります。
 ・更新時以外でも、認知機能が低下したときに起こしやすい違反があっ
　た場合、臨時認知機能検査や臨時高齢者講習を受けることになります。
 ・認知機能検査や臨時認知機能検査で、認知症
　のおそれがあると判定された方は、医師の診断
　を受けることになります。
○７５歳未満の方
　３時間の講習から２時間の講習に変わります。

◆運転免許制度に関する規定の整備
○準中型免許（１８歳から受験可能）が新設され、準中型免許では車
　両総重量７．５トン未満（最大積載量４．５トン未満 ) の自動車を運
　転できることになります。
○法改正後に普通免許を取得された方が運転できる車両は、車両総重
　量３．５トン未満 ( 最大積載量２トン未満 ) となります。

◆
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
係
る

　

総
務
大
臣
表
彰

　

石
田
克
夫
さ
ん
（
東
屋
代
）

　
（
周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
）

周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

○
委
員
長

　

金
﨑
哲
男
（
日
前
）

○
委
員

　

前
崎
浩
二
（
久
賀
）

　

川
本　

卓
（
東
三
蒲
）

　

山
本
専
人
（
西
方
）

（
任
期　

平
成
28
年
12
月
16
日
～
平
成
32
年

12
月
15
日
）

災
害
時
等
の
医
療
救
護
活
動
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　　

一
般
社
団
法
人
大
島
郡
医
師
会
（
嶋
元
徹

会
長
）
と
周
防
大
島
町
と
の
間
で
、
11
月
29

日
、「
災
害
時
等
の
医
療
活
動
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
周
防
大
島
町
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
災
害
発
生
時
の
速
や
か
な
応

急
・
救
護
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
大
島
郡

医
師
会
の
協
力
を
得
て
医
療
救
護
班
を
編
成

す
る
も
の
で
す
。

　

医
療
救
護
班
は
、
医
師
・
看
護
師
等
で
編

成
さ
れ
、
傷
病
者
へ
の
応
急
処
置
や
医
療
の

提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
消
防
防
災
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

周
防
大
島
町
の
監
査
委
員
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た

○
識
見
を
有
す
る
者

　

代
表
監
査
委
員

　

西
本
克
也
（
土
居
）

（
任
期　

平
成
28
年
12
月
19
日
～
平
成
32
年

12
月
18
日
）

○
議
会
選
出

　

尾
元　

武
（
小
松
開
作
）

（
任
期　

平
成
28
年
12
月
19
日
～
平
成
32
年

11
月
13
日
）

周
防
大
島
町
消
防
団
大
島
支
部

の
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
（
17
台
）

を
更
新
配
備
し
ま
し
た

　

消
防
団
大
島
支
部
の
可
搬
消
防
ポ
ン
プ

は
、平
成
９
年
の
配
備
以
来
、長
年
に
わ
た
っ

て
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
使
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
老
朽
化
に
伴
い
更
新

配
備
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
は
、
軽
量
化
、

エ
ン
ジ
ン
の
強
化
、
自
動
吸
水
装
置
が
装
備

さ
れ
て
お
り
、
更
な
る

機
動
力
の
強
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
消
防
団
装

備
品
の
更
新
や
新
規
導

入
を
適
宜
行
い
、
火
災

を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
消
防
防
災
力
の

強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

事
業
費　

２
２
５
８
万
３
千
円

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
消
防
防
災
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

り
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神山神社の石段の登り口の手前、海に面して建つ。制
作は元禄９年（１６９６）で、東和地区では制作年代
が最も早いものであり、資料的価値が高く文化財とし
て貴重な石造物である。総高３６７．５㎝、笠木総長
４６０㎝。柱の間の内側幅２２１㎝、円柱の径３１㎝（柱
間比１：７）で、材質は花崗岩である。この鳥居は、笠木・
島木・円柱・額束・貫からなり、円柱の根もとに亀腹
を置く明神鳥居の形式である。基礎部分はかなり砂に

埋まり、向かって左側の亀腹は土の中にある。高さに比べて柱の間が広く、安定感があるのが特徴である。
笠木と島木は一つの石で作った二つの材を、中央で斜に合わせて、上から石の楔をはめ込んで合せている。
笠木の上部は四角型である。笠木・島木は共に「水切り」といって、両端が地面に対して垂直に切られている。
また、笠木・島木は柱の外側部から自然に反り上がっているが、その厚さは両端と中央との差がほとんど
なく、いわゆる反増はわずかである。このことから、「水切り」と共に、古い様式を示す鳥居と考えられる。
貫は三つの材からなり、それぞれ円柱にほぞ差しとし、上下に鉄の楔を打ち込んでいる。額束と額を一つ
の材から彫出し、島木と貫の間にはめ込んでいる。額の表面には「神山神社」、裏面に「奉懸走辺源助」
とある。この額は後年に制作したもので、もとは額束のみだったと思われる。
　向かって右の円柱裏には「奉寄進　本願主　岡本仁兵衛　惣氏子中」、同じく左の円柱には「于時元禄
九丙子天卯月吉日　神主　高田左馬尉」とある。このことから冒頭に記した制作年代がわかる。また本願
主の岡本仁兵衛は森の有力者である。

《周防大島町文化財保護審議会委員　菊本　雅喜》

周 防 大 島 の 文 化 財 神
こうのやま

山神社の石鳥居（東和地区 森）17

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　
　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
４

平
成
28
年
度　

宮
本
常
一
が
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル

　

周
防
大
島
町
の
歴
史
や
地
域
の
変
遷
へ
の

興
味
・
関
心
を
高
め
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

も
っ
て
活
躍
で
き
る
人
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
の
も
と
、「
宮
本
常
一
が

撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
対
象
は
町
内
の
小
中
学
生

で
、
本
年
度
は
第
11
回
と
な
り
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
方
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

受
賞
作
品
は
、
宮
本
常
一
記
念
館
（
平
野

４
１
７
‐
11
）
に
お
い
て
、
１
月
23
日
㈪
か

ら
２
月
５
日
㈰
ま
で
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

先
人
の
偉
業
の
根
底
に
あ
る
精
神
を
子
ど

も
た
ち
が
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
学
び
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▪
教
育
長
賞

「
歴
史
が
い
っ
ぱ
い
安
下
庄
」

安
下
庄
小
学
校　

第
４
学
年

石
川
伊
紗
さ
ん
、
石
原
陽
樹
く
ん
、

岡
廣
果
奈
さ
ん
、
小
林
大
透
く
ん
、

中
原
里
穂
奈
さ
ん
、
平
井
慎
也
く
ん
、

安
村　

綜
く
ん
、
安
本
祐
子
さ
ん

▪
特
選

「
周
防
大
島
か
ら
の
虹
の
架
け
橋

曾
じ
い
ち
ゃ
ん
と
曾
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
船
」

安
下
庄
中
学
校
２
年　

福
村
康
竜
く
ん

「
写
真
を
読
む　

過
去
の
学
舎
、
今
の
学
舎
」

安
下
庄
中
学
校
１
年　

鍵
本
愛
梨
さ
ん

▪
入
選

「
二
ま
い
の
写
真
を
く
ら
べ
て
」

三
蒲
小
学
校　

３
・
４
年

　

坂
根　

颯
く
ん
、
森
次
春
樹
く
ん
、

　

秋
元
龍
斗
く
ん
、
岡
原
徳
郁
く
ん
、

　

森
次
葉
一
く
ん

「
あ
る
く
・
み
る
・
き
く　

宮
本
常
一
の
写
真
か
ら
油
田
地
区
を
考
え
る
」

油
田
小
学
校　

３
・
４
年

　

川
西
翔
太
く
ん
、
坂
本
一
皐
く
ん
、

　

山
本
達
也
く
ん
、
櫛
部
水
月
さ
ん
、

　

久
保　

正
く
ん

「
昔
と
今
の
違
い
」

森
野
小
学
校　

３
・
４
年

　

山
本
由
菜
さ
ん
、
江
本
桃
香
さ
ん
、

　

大
谷
菜
南
子
さ
ん
、
髙
橋
美
優
さ
ん
、

　

松
原　

信
く
ん
、
村
上
一
心
く
ん

▪
学
校
賞

「
写
真
で
語
る『
安
下
庄
今
昔
』聞
き
書
き
集
」

安
下
庄
中
学
校　

第
１
・
２
学
年

▲「歴史がいっぱい安下庄」
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第
5
回
目
と
な
る
町
民
健
康
福
祉
大
会
が
、
12
月

４
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
園
児
の
和
太
鼓
や
管
楽
器
の
演
奏
会
、

園
児
に
よ
る
ち
ょ
び
塩
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
会
場
を

盛
り
上
げ
た
ほ
か
、「
子
ど
も
子
育
て
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
山
口
県
立
大
学
准
教
授
、

横
山
順
一
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
血
管
年
齢
測
定
や
血
圧
測
定

を
は
じ
め
、
各
種
健
康
相
談
、
食
推
さ
ん
に
よ
る
う

す
味
汁
物
の
試
食
、
ゆ
る
体
操
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第 5 回健康福祉大会を開催しました
◀
ち
ょ
び
塩
ダ
ン
ス
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

年末年始  安全運転で！

　

12
月
19
日
、
明
新
小
学
校
前
の
県

道
で
、
小
松
婦
人
会
に
よ
る
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
年
末
年
始
の
交
通
量
の

増
加
や
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
こ

と
で
、
交
通
事
故
が
起
き
や
す
く
な

る
こ
と
か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
柳
井
警
察
署
員

や
交
通
指
導
員
ら
と
共
に
、
約
１
時

間
に
わ
た
っ
て
実
施
。
交
通
安
全
標

語
や
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
な
ど
を
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

▶
「
気
を
つ
け
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
ね
」

◀「地域の問題は自分自身の問題。社会問題を
我がこととして、社会全体で子育てを支える意
識や行動、仕組みづくりを」と横山先生

◀
血
管
年
齢
の
測
定
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た

新
年
の
決
意
新
た
に　

消
防
出
初
式

▶
式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
観
閲
行
進
の
様
子

　

１
月
５
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
閲
行
進
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
椎
木
町
長
が
消
防
団
員
の
日
頃

の
活
動
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
多
様
化
・
大
規
模
化
す
る
災
害

に
対
し
て
「
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割

分
担
の
意
識
を
向
上
さ
せ
、
団
員
と
地
域

住
民
と
の
連
携
を
密
に
地
域
防
災
力
の

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
町
内
の
火
災
発
生
件
数
は
９

件
で
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
年
始
に

あ
た
り
、
今
一
度
、
一
人
一
人
が
安
全
へ

の
行
動
を
再
点
検
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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12
月
18
日
、
第
70
回
目
と
な
る
大

島
一
周
駅
伝
・
中
学
校
男
子
大
島
駅

伝
と
第
34
回
目
の
女
子
大
島
駅
伝
競

走
大
会
が
行
わ
れ
、
7
部
門
に
計
80

チ
ー
ム
が
出
場
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

大
島
一
周
駅
伝
大
会
は
、
昭
和
23

年
に
国
鉄
バ
ス
の
開
通
記
念
で
開
催

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
以
来
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、選
手
、ス
タ
ッ

フ
な
ど
多
く
の
方
々
が
支
え
合
い
幾

多
の
ド
ラ
マ
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
ほ

か
、
区
間
新
記
録
も
飛
び
出
す
な
ど
、

記
念
大
会
に
相
応
し
い
白
熱
し
た

レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
、
沿
道
か
ら
も

熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

大
島
一
周
駅
伝  

愛
さ
れ
て
70
回

1 日も早い復興を願いみかん送る

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
福
島
県
い

わ
き
市
等
の
被
災
者
の
方
へ
、
町
特
産
の
み
か
ん
を
届
け

る
た
め
、
12
月
20
日
、
久
賀
の
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
柑
橘
選
果

場
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
９
月
に
、
福
島
県
い
わ
き
市
が
、

米
国
ハ
ワ
イ
州
カ
ウ
ア
イ
島
と
友
好
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
周
防
大
島

町
と
も
交
流
が
始
ま
り
、
平
成
23
年
か
ら
毎

年
、
い
わ
き
市
と
周
辺
の
双
葉
郡
の
皆
さ
ん

へ
み
か
ん
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

出
発
式
で
椎
木
町
長
は
「
お
い
し
い
み
か

ん
を
食
べ
て
元
気
を
出
し
て
も
ら
え
た
ら
。

町
民
の
復
興
を
願
う
気
持
ち
と
共
に
届
け
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
み
か
ん
２
５
１
箱
は

１
５
６
６
世
帯
の
皆
さ
ん
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

久賀をスタート
する一般と高校
の選手（上）と、
逗 子 ケ 浜 を ス
タートする中学
生男子（下）

　

周
防
大
島
に
来
て
2
度
目
の
冬
を
迎

え
て
お
り
ま
す
『
比
較
的
温
暖
な
瀬
戸

内
』
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
冬
の
寒

さ
は
関
東
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
一
戸

建
て
の
広
い
お
家
の
寒
さ
は
身
に
沁
み

ま
す
。

　

先
日
、
周
防
大
島
町
役
場
大
島
庁
舎

の
前
の
広
場
で
「
ち
っ
ち
ゃ
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
に
な
っ
て

い
る
地
域
の
方
の
手
作
り
の
か
わ
い
い

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
地
域
の
方
の
手
作
り

う
ど
ん
や
ぜ
ん
ざ
い
を
頂
き
な
が
ら
、

保
育
園
児
の
お
遊
戯
、
町
内
の
方
々
で

結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
の
演
奏
、
中
学
生

の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
を
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
屋
外
の
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
寒
さ
と
の
闘
い
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
ろ
は
ほ
っ
こ
り
温
ま
る
内

容
で
し
た
。
顔
見
知
り
の
あ
の
方
の
意

外
な
一
面
が
見
ら
れ
た
り
、
お
得
な
抽

選
会
が
あ
っ
た
り
と
、
参
加
さ
れ
た
方

は
ち
ょ
っ
と
い
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

周
防
大
島
内
で
は
頻
繁
に
ど
こ
か
で

何
か
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
広
報
の
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ
の

催
し
欄
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
気
に
な
る
も

の
が
あ
っ
た
ら
試
し
に
行
っ
て
み
る
こ

と
を
お
ス
ス
メ
し
ま
す
。「
島
の
く
ら

し
を
お
す
そ
わ
け
」
と
い
う
ク
ラ
ス
は

島
外
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
ん
で

す
。
島
に
い
る
の
に
参
加
し
な
い
な
ん

て
も
っ
た
い
な
い
！

　

さ
て
、
次
回
の
海
掃
除
は
2
月
8
日

㈬
午
後
2
時
か
ら
久
賀
の
ビ
ー
玉
海
岸

で
行
い
ま
す
。
前
々
回
雨
で
中
止
に
な

り
、
漂
着
ご
み
が
ず
っ
と
気
に
な
っ
て

い
る
所
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

周防大島町定住促進協議会
☎０８２０（７４）１００７

▲ジョイナスバンドの演奏に合わせての書道
パフォーマンスが完成しました

12

関係者に見送られ
いわき市に向けて
出発しました
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お知らせ１月

農
業
担
い
手
研
修
生
募
集

　

周
防
大
島
町
内
で
柑
橘
栽
培
を

主
体
と
し
た
農
業
経
営
者
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
強
い
意
欲
の
あ
る

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
研
修
生

は
、
山
口
大
島
農
業
協
同
組
合
の

臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
な
が

ら
、
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
採
用
に
つ
い
て
は
、
書
類
審

査
、
面
接
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

若
干
名

■
研
修
場
所

　

山
口
大
島
農
業
協
同
組
合

■
研
修
期
間
・
条
件

　

平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年
３
月

　

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
の
勤
務
時
間
に

準
じ
る
。

　

研
修
期
間
中
は
賃
金
を
支
給
し

ま
す
。

■
年
齢

　

49
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

２
月
13
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

周
防
大
島
町
農
林
課
農
林
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

福
祉
専
攻
科
生
徒
募
集

　

周
防
大
島
高
校
福
祉
専
攻
科
で

は
、
平
成
29
年
度
入
学
生
の
二
次

募
集
を
行
い
ま
す
。

　

高
校
生
、
社
会
人
の
方
、
介
護

募
集

福
祉
士
を
め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格

　

高
等
学
校
等
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
の
方
（
出
身
校
や
年
齢
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
選
考
検
査
日

　

２
月
８
日
㈬

■
出
願
期
間

　

１
月
27
日
㈮
～
２
月
２
日
㈭　

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
入
試
係

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
０
２
４

※
詳
し
く
は
周
防
大
島
高
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付

　

町
が
発
注
す
る
工
事
請
負
・
業

務
委
託
・
物
品
調
達
等
の
競
争
入

札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
資
格
審

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
名
簿
登
録
さ
れ
て
い
る

資
格
審
査
の
有
効
期
限
は
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
資
格
審
査

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

　

契
約
監
理
課
（
大
島
庁
舎
２
階
）

■
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈬
～
２
月
28
日
㈫

■
提
出
方
法　

　

直
接
、
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。（
郵
送
不
可
）

※
申
請
に
必
要
な
書
類
等
詳
し
く

は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ

　

契
約
監
理
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
９

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

■
期
間

○
東
和
図
書
館　

　

１
月
26
日
㈭
～
30
日
㈪　

○
大
島
図
書
館　

　

２
月
14
日
㈫
～
18
日
㈯

※
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
玄
関
先

に
あ
る
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

東
和
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
６
２
９

　

大
島
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
８
０
０

お
知
ら
せ

特定（産業別）最低賃金
最低賃金
時間額

山口県鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製業、非鉄
金属・同合金圧延業、非鉄金属素形材製造業

８９０円

山口県電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機器器具製造業

８１５円

山口県輸送用機械器具製造業 ８５８円

山口県百貨店、総合スーパー ７７９円

山口県特定（産業別）最低賃金が改正されました
効力発生：平成 28 年 12 月 15 日

なお、山口県最低賃金は平成 28 年 10 月１日から時間額
753 円に改正されています。
■詳しくは　山口労働局労働基準部賃金室
　　　　　☎０８３（９９５）０３７２



17 広報すおう大島 平成 29 年 ( 2017 年 )1 月号

児　童　巡　回　相　談
日時　２月２1 日㈫　午前 10 時 30 分～午後４時 30 分
場所　たちばなケアプラザ
相談内容　18 歳未満の児童に係る育成相談、障害相談、
　　　　　養護相談、非行相談、その他児童養育上困っ
　　　　　ていること
相談員  岩国児童相談所　児童福祉司・児童心理司
定員　４名　※要予約・先着順
申し込み・問い合わせ　福祉課☎０８２０（７７）５５０５

お知らせ１月

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
平
成
29
・
30
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資
格

審
査
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
者
の
資
格

　

建
設
業
者
、
測
量
業
者
、
土
木

関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建

築
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

地
質
調
査
業
者
、
補
償
関
係
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
物
品
（
薬
品
）

の
製
造
・
販
売
業
者
等

■
申
請
要
領
お
よ
び
申
請
書
様
式

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
事

務
所
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
企

業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（http://

w
w

5
1

.tik
i.n

e.jp
/~yan

ai-
kousui/

）

■
受
付
期
間

　

２
月
13
日
㈪
～
３
月
13
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
０
１
１
１

　

柳
井
市
日
積
１
３
８
５
４
番
地

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

☎
０
８
２
０
（
２
８
）
５
３
３
３

柳
井
地
域
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
個

別
ブ
ー
ス
で
面
談
し
ま
す
。（
無

料
・
申
し
込
み
不
要
）

■
日
時

　

２
月
８
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

　
（
受
付
は
12
時
30
分
～
）

■
場
所

　

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

■
対
象
者

　

一
般
求
職
者
お
よ
び
既
卒
者

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

内
線
３
６
９

　子ども・子育て支援新制度が始まり、保育所（園）
へ入所するためには、保育の必要性に応じた認定

（支給認定）を受ける必要があります。
　４月から保育所（園）へ入所を希望される方は、
下記の受付期限までにお申込ください。
　継続入所の場合も、現況届等の提出が必要です。

（※新制度施行に伴い、お子さまの認定事由の状
況確認のため、３月に卒園される児童の方も現況
届等の提出が必要です。）
■保育所へ入所できる世帯
　保護者の就労、病気、家族の病人介護等、ある
いは母親の出産等の理由で家庭において児童を保
育することができない世帯。
■入所の対象となる児童
　保育が必要な小学校就学前の児童
■申し込み・手続き
　入所申込書等は役場福祉課・各総合支所・各出
張所・各保育所（園）に備え付けてあります。
■添付書類
　・家庭内および家庭外で仕事に従事している証
　　明（就労証明）
　・出産前後の場合は母子手帳の写し
　・病気看護の場合は診断書
■受付期限　
　2 月 28 日㈫
■問い合わせ
　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

保育所（園）の園児募集
平成２９年度

特　設　人　権　相　談　所
日時　２月６日㈪　午前９時 30 分～正午
場所　橘総合センター
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関する
　　　　　問題
相談員 人権擁護委員
問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

※悪天候により警報等が発令された場合は中止になることがあります。

相
談

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

問
題
、
相
続
登
記
等
お
よ
び
空

き
家
問
題
無
料
電
話
相
談
会

■
日
時

　

２
月
４
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

■
内
容　
　

 

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題

・
相
続
登
記
な
ど
の
相
続
問
題

・
空
き
家
問
題
（
空
き
家
の
管
理

処
分
に
困
る
、
近
所
の
空
き
家
の

放
置
に
よ
る
被
害
・
迷
惑
等
）

に
つ
き
ま
し
て
、
お
困
り
の
方
に

手
続
の
ご
説
明
や
お
近
く
の
司
法

書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、
問
題

解
決
に
向
け
て
の
ご
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

午
前
中
は
ご
相
談
が
多
い
た
め
、

回
線
が
繋
が
り
に
く
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
相
談
会
の
内
容
や
企

画
趣
旨
に
関
す
る
当
日
ま
で
の
お

問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当
（
片
山
）

☎
０
９
０
（
４
１
０
３
）
１
１
６
３
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お知らせ１月

島
ス
ク
エ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
７  

～
海
が
ひ
ら
く
～

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
家

の
育
成
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化

を
目
指
す
平
成
28
年
度
島
ス
ク
エ

ア
事
業
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
を
確
認

し
、
今
後
を
展
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
12
日
㈰      　

    

・
午
前
10
時　

開
場

　

修
了
生
事
業
プ
ラ
ン
パ
ネ
ル
展

示
、
試
作
品
紹
介
等

・
午
後
１
時
～
２
時
10
分

　

開
会
行
事
、
事
業
報
告
、
修
了

生
事
業
プ
ラ
ン
発
表

・
午
後
２
時
10
分
～
2
時
50
分

　

基
調
講
演
「
瀬
戸
内
を
ひ
ら
く
」

前
テ
ン
プ
ル
大
学
日
本
校
学
長　

カ
ー
ク
・
パ
タ
ー
ソ
ン
氏　

※
カ
ナ
ダ
か
ら
周
防
大
島
町
へ
移
住

・
午
後
３
時
～
４
時
15
分

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
海
洋
観
光
時
代
の
幕
開
け
～
瀬

戸
内
の
地
域
資
源
と
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
～
」

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉
小
倉
理
史
氏
（
Ｕ

Ｎ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
実
行
委
員
長
・
岡

山
県
宇
野
市
）、
佐
々
木
露
子
氏

（
株
式
会
社
サ
サ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
常
務
取
締
役
・
宇
部
市
）、

福
嶋
弘
昭
氏
（
般
若
寺
第
九
十
世

住
職
・
平
生
町
）、山
田
泰
司
氏
（
日

本
海
洋
観
光
推
進
機
構
理
事
・
千

葉
県
市
川
市
）

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

藤
本
雅
史
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス

ク
エ
ア
プ
ラ
ス
副
理
事
長
・
周
防

大
島
町
）

・
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

修
了
生
特
別
企
画
「
ふ
れ
あ
い

マ
ル
シ
ェ
」（
修
了
生
企
画
・
運
営
・

実
験
販
売
）
実
施

■
会
場

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校  

■
共
催

  

柳
井
市
、
周
防
大
島
町
、
田
布
施

町
、
平
生
町
、
上
関
町

■
後
援

　

周
防
大
島
町
商
工
会
、
安
下
庄

海
の
駅
を
目
指
す
会

■
主
管

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
商
船
高
専
社
会
連
携
係 

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
５
２
４   

　

島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー 

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
４
８
７
７

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

缶
詰
め
づ
く
り

・
日
時

　

２
月
13
日
㈪　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場
所

　

大
島
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

（
小
松
）

・
体
験
料　

３
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
人

・
募
集
締
め
切
り

　

２
月
３
日
㈮

※
昼
食
あ
り
、
缶
詰
の
お
持
ち
帰

り
あ
り

あ
ら
れ
と
み
か
ん
餅
づ
く
り 

・
日
時

　

２
月
16
日
㈭　

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所

　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り

　

２
月
６
日
㈪

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

「
花
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
参
加

者
を
大
募
集
し
ま
す
！

　

や
ま
ぐ
ち
の
花
と
食
を
体
感
。
花

婚
パ
ー
テ
ィ
ー
で
盛
り
上
が
ろ
う
。

■
日
時

　

２
月
19
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
40
分

　
（
受
付
正
午
～
）

■
場
所

　

柳
井
市
都
市
農
村
交
流
施
設

「
ふ
れ
あ
い
ど
こ
ろ
４
３
７
」

（
柳
井
市
日
積
４
１
５
０
‐
１
）

■
参
加
費

　
【
男
性
】
６
０
０
０
円

　
【
女
性
】
３
０
０
０
円

■
募
集
人
数　

男
女
各
15
名

■
内
容

　

県
産
の
花
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
体
験
や
県
産
食
材
を
活

か
し
た
バ
イ
キ
ン
グ
を
堪
能
で
き

る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

２
月
13
日
㈪

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
申
し

込
み
締
め
切
り
後
に
抽
選
と
な
り

ま
す
が
、
締
め
切
り
前
で
あ
っ
て

も
、
募
集
を
打
ち
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

抽
選
後
、
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
主
催

　

ら
く
よ
り
ド
ッ
ト
コ
ム
（
や
ま

ぐ
ち
結
婚
応
援
団
）、
や
ま
ぐ
ち
の

農
林
水
産
物
需
要
拡
大
協
議
会
、

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議

■
後
援

　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

■
申
込
方
法

　

以
下
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
、
専
用
予
約
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

http://rakuyori.com

※
電
話
で
の
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

講
演
会

「
世
良
修
蔵
の
虚
像
と
実
像
」

　

四
境
の
役
、
郷
土
を
守
っ
た
第
二

奇
兵
隊
軍
監
は
本
当
に
悪
役
か
？

■
日
時

　

２
月
４
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
講
師

　

石
永
雅
子
さ
ん

　
（
山
口
地
方
史
学
会
幹
事
）

■
場
所

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
主
催

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
、
橘

郷
土
会

■
後
援

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

橘
郷
土
会
（
事
務
局
）
尼
崎

☎
０
９
０
（
４
７
５
１
）
６
２
１
８

催
し
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山
口
県
内
の
祭
り
や
お
祝
い
ご
と
で
広

く
行
わ
れ
て
い
る
「
餅
ま
き
」。

　

こ
こ
周
防
大
島
で
も
、
餅
ま
き
は
恒
例
行

事
と
し
て
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
花
形
と
し

て
、
い
つ
も
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

今
年
も
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
で
は
「
紅

白
餅
合
戦
」
と
銘
打
っ
て
、
総
数
２
万
個
も

の
お
餅
が
新
春
の
空
に
舞
い
ま
す
。

　

宮
司
さ
ん
に
祝
詞
を
上
げ
て
い
た
だ
い

た
縁
起
の
よ
い
お
餅
を
、
紅
白
幕
で
飾
ら
れ

た
大
櫓
の
上
か
ら
酉
年
の
年
男
、
年
女
の

皆
さ
ん
が
一
斉
に
ま
く
姿
は
圧
巻
の
一
言
で
す
。（
当
た
り
餅
を

拾
っ
た
ら
ガ
ラ
ポ
ン
く
じ
で
豪
華
景
品
ゲ
ッ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
！
）

　

会
場
で
は
餅
ま
き
の
他
、
み
か
ん
鍋
無

料
振
舞
い
や
地
元
料
飲
店
に
よ
る
島
飯
バ

ザ
ー
、
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
や
大
島
郡
水
産
共

励
会
に
よ
る
柑
橘
・
鮮
魚
の
直
売
、
軽
ト

ラ
市
場
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す

の
で
是
非
と
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
周
防
大
島
観
光
協
会
で
は
昨
年

ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
竜
崎
温
泉
・

潮
風
呂
保
養
館
・
遊
湯
ラ
ン
ド
の
３
湯
を

め
ぐ
る
「
瀬
戸
内
潮
湯
巡
り
」
を
今
年
も

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
か
ら
Ｈ
＆
Ｒ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
サ
ザ

ン
セ
ト
と
ホ
テ
ル
大
観
荘
も
新
た
に
加
わ

り
、
５
湯
め
ぐ
り
の
パ
ス
ポ
ー
ト
も
同
時

販
売
、ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
パ
ス
ポ
ー

ト
の
番
号
よ
り
抽
選
で
豪
華
景
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
！

　

肌
触
り
が
心
地
よ
い
潮
湯
治
で
、
心
も

体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
な
さ
っ
て
は
い
か
が
で

す
か
？

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
観
光
協
会

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
１
３
４

お知らせ１月

冬
の
体
力
つ
く
り
と
ふ
れ
あ
い

第
36
回
久
賀
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
中

　

第
36
回
久
賀
駅
伝
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日

　

２
月
19
日
㈰　

　

雨
天
中
止
（
小
雨
決
行
）

■
申
し
込
み
期
限　

　

２
月
３
日
㈮
必
着■

部
門

・
一
般
の
部
（
男

　

子
・
女
子
）　

 

５
区
間

 

９
・
６
㎞

（
農
業
者
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
～

学
習
の
む
ら
）

　

午
前
９
時
20
分
発

・
ス
ポ
少
女
子
、
小
学
中
低
学
年

　

の
部　

 

５
区
間　

４
・
５
㎞

　
（
防
災
広
場
周
辺
）

　

午
前
10
時
30
分
発

・
ス
ポ
少
男
子
の
部　

　

５
区
間　

５
・
５
㎞

　
（
防
災
広
場
周
辺
）

　

午
前
11
時
発

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

大
会
事
務
局　

久
賀
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
２
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
８
２
０
（
７
２
）
０
４
９
１

周防大島松山フェリー運休のお知らせ
　伊保田港桟橋の補修工事により、１月１１日㈬から２月
２８日㈫まで、フェリーが寄港できないため運休となり、
柳井～三津浜間の直行便のみの運航となります。
　お客様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、皆様のご
協力をお願いいたします。
■問い合わせ
　周防大島松山フェリー㈱　☎０８２０（７５）１５７５

「ひとごとではない認知症のお話
　　　　　　　　　　　　～治療と予防～」

〈入場無料〉
　認知症を正しく理解し、早く気づいて、早く対応
できるようにするためのポイントや予防、治療につ
いてご紹介します。

日時　2 月 4 日㈯　午前１０時～
場所　大島文化センター大ホール
講師　山口大学大学院
　　　医学系研究科神経内科学
　　　准教授　川井元晴先生

問い合わせ　介護保険課地域包括支援センター
　　　　　☎０８２０（７３）５５０６

　周防大島町認知症講演会

「来る地震から大切な人を守るため出来る事」
〈入場無料〉

日時　2 月 26 日㈰　午前１０時～
場所　山口県大島防災センター　多目的ホール
講師　危機管理教育研究所 代表 国崎信江さん　　
参加者　先着３００名
※ご来場の方には、もれなく防災グッズをご用意し
　ております。
問い合わせ　総務課消防防災班
　　　　　☎０８２０（７４）１０００

　周防大島町防災講演会

【有効期間】
平成 29 年 1 月 4 日㈬～ 3 月 31 日㈮

【販売価格】
3 湯パスポート（竜崎温泉・潮風呂保養館・遊湯ランド）　　1,500 円
5 湯パスポート（竜崎温泉・潮風呂保養館・遊湯ランド・H&R サンシャ
　　　　　　　　インサザンセト・ホテル大観荘）　　2,700 円

今年の「周防大島まるかじり」は
1 月 22 日 ㈰  9:00 ～ 15:30　旧日良居中学校グラウンドにて
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■ゲストランナー
　小林  祐梨子さん
　　2006 年　1500m で日本記録を擁立
　　2008 年　北京オリンピック（5000 ｍ）
　　2009 年　世界選手権出場（5000 ｍ）決勝
　ジョセフ・ギタウさん
　　（大島郡陸上競技協会設立 70 周年記念　特別招待選手）
　　2009 年　全国日本実業団ハーフマラソン　優勝
　　2012 年　福岡国際マラソン　優勝

お知らせ１月

2 月 5 日㈰

午前 9 時～
周防大島町陸上競技場

第 33 回 サザン・セト大島ロードレース大会
沿道でのご声援をお願いします！

周防大島ふるさと寄附金
タイアップ事業者を募集します！

　周防大島町では、町の魅力や特産品等を広くＰＲすることを目的に、町内事業者とタイアップして、
「ふるさと寄附金」をされた方へ、お礼として「ふるさと特産宅配便」をお届けしています。
　平成 2９年度に向け、周防大島町とタイアップして、「ふるさと特産品」を提供していただける事業
者を募集します。
　タイアップ事業者については、「ふるさと寄附金」案内パンフレットへの掲載や町ホームページ等で
のＰＲを行います。ぜひ、ご応募ください。

①
周
防
大
島
町
に
事
業
所
（
工
場
を
含
む
）
が
あ
る
方

②
周
防
大
島
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
商
品
で
、
か
つ
町

　

内
で
製
造
、
加
工
、
採
取
、
栽
培
、
サ
ー
ビ
ス
等
が

　

な
さ
れ
て
い
る
商
品
を
、
寄
附
者
に
送
付
し
て
い
た

　

だ
け
る
企
業
ま
た
は
個
人
事
業
者

　
①
ふ
る
さ
と
特
産
品
の
送
付

②
町
に
対
し
て
、
送
付
実
績
を
報
告
、
商
品
代
の
請
求

　
（
月
末
締
め
）

① 

県
内
外
の
方
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

　

ト
等
を
通
し
て
、
事
業
者
名
、
商
品
名
等
が
Ｐ
Ｒ
さ

　

れ
ま
す
。

②
商
品
発
送
時
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
同
封
が
で
き
、
事
業

　

者
等
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

１
月
23
日
㈪
～
２
月
24
日
㈮

・
政
策
企
画
課
・
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

　

す
。

・
締
め
切
り
後
、
審
査
を
行
い
、
申
し
込
み
の
承
認
の

　

可
否
を
書
類
に
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

政
策
企
画
課　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

■今大会エントリー数
　３，１１２人（12 月 15 日現在）

■問い合わせ　教育委員会社会教育課スポーツ振興班
　　　　　　☎０８２０（７８）５０４８

道路の交通規制についてご協力のお願い
時間　午前９時 30 分～午後１時
区間　国道４３７号線【下田口～和田（東泊バス停付近）】
 ・緊急車両および大型車両を除き、全面通行止めとします。
 ・迂回路は県道および町道で、当日は看板・誘導員の指示に従い迂
　回してください。
 ・このたびは油田トンネルの工事に伴い、レース開催中にトンネル
　を経由して、小伊保田、伊保田、雨振、情地区に出入りすること
　ができません。
   　伊保田方面への出入りについては、和田東泊から小伊保田間を
　片側交互通行とします。ただし、多くのランナーが道路を走行し
　ますので、安全面からも特に緊急を要する場合を除き、車両によ
　る通行をお控えいただきますようお願いいたします。
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お知らせ１月

周
防
大
島
町
管
理
栄
養
士

　
　
　
　
　

村
岡　

美
沙
緒

（
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？

　

私
は
、
10
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
管
理
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

男
性
料
理
教
室
や
サ
ロ
ン
を
訪
問
し
て
い
て
、

周
防
大
島
町
に
は
元
気
な
高
齢
者
の
方
々
が

多
い
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
病
院
で
管
理
栄
養
士
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
、
様
々
な
病

気
で
入
院
さ
れ
て
、
元
気
に
な
っ
て
自
宅
へ

帰
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
状

態
に
よ
っ
て
は
寝
た
き
り
で
、
食
事
も
口
か

ら
は
食
べ
ら
れ
ず
、
経
管
栄
養
で
何
年
も
病

院
で
過
ご
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
接
す
る
な
か
で
、「
病
気
に
な
っ

て
初
め
て
、
健
康
な
か
ら
だ
の
大
切
さ
に
気

付
い
た
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
し

た
。
私
は
改
め
て
、
元
気
な
時
か
ら
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
食
事
や
運
動
に
気
を
つ

け
る
こ
と
や
、
病
気
に
か
か
っ
て
も
こ
れ
以

上
悪
化
し
な
い
よ
う
に
現
在
の
状
態
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
て
い
く
の
に
必
要
な

こ
と
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
で
お
い
し
い

食
事
を
食
べ
、
い
き
い
き
と
長
生
き
で
き
る

こ
と
に
少
し
で
も
周
防
大
島
町
の
皆
様
の
お

力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
面
で
支
援
を
行

う
た
め
の
総
合
相
談
機
関
で
す
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
栄
養
相
談
や
地

域
に
伺
い
食
生
活
に
関
す
る
講
話
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
こ
と
や
ご

心
配
な
こ
と
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
日
良
居
庁
舎
1
階
）

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

竜崎温泉温水プール指導日
（１月 21 日～２月 20 日）

実施日

１月 24 日㈫、26 日㈭、27 日㈮、31 日㈫

２月
2 日㈭、3 日㈮、7 日㈫、9 日㈭、10 日㈮、

14 日㈫、16 日㈭、17 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的と
　した水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　
介護保険課 地域包括支援センター

　☎０８２０（７３）５５０６

「
管
理
栄
養
士
と
し
て
」

　 役 場 で は、 住 民 票 や 戸 籍 謄 本 な ど の 交 付 申 請
を は じ め 様 々 な 手 続 き に お い て 本 人 確 認 を さ せ て
い た だ い て い ま す。 本 人 確 認 に は 運 転 免 許 証 や
障 害 者 手 帳 な ど 官 公 署 発 行 の 顔 写 真 付 き で あ れ
ば １ 種 類、 保 険 証 な ど 顔 写 真 が 付 い て い な い 場
合 に は ２ 種 類 の 本 人 確 認 資 料 が 必 要 と な り ま す。
　 そ こ で、 運 転 免 許 証 な ど を お 持 ち で な い 方 に
は、 保 険 証 入 れ の 中 に 保 険 証 と 診 察 券 と も う 1 つ
本 人 確 認 資 料 を 入 れ て お く よ う に お 勧 め し て い ま
す。６５歳以上の方は介護保険証、若い方なら年金
手帳がお薬手帳とほぼ同じ大きさでお勧めです。病
院 に 行 く 時 に も 役 場 に 行 く 時 に も「 こ れ を 持 っ た
ら 大 丈 夫 」 を ひ と つ 準 備 し て お け ば、 受 付 窓 口 で
あわてずにスムーズにできますのでお勧めします。

■問い合わせ　久賀総合支所　☎（７９）１０００
　　　　　　　大島総合支所　☎（７４）１００１
　　　　　　　東和総合支所　☎（７８）１１１０
　　　　　　　橘 総 合 支 所  ☎（７７）５５００

もってきんさいね
「本人確認資料」
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 ８日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 ８日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 ８日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 ２ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

心の健康相談 21 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 24 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

1 月

21 日㈯

22 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00  山中クリニック  ☎７２－０１５２〉

親子ふれあい運動会 
〈9:00 ～ 12:00（受付 8:30 ～）島中小学校  講堂〉
【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

周防大島まるかじり
〈9：00 ～ 15：30　旧日良居中学校グラウンド〉

安下庄海の市〈10：00 ～ 14：00　橘グリーンパーク横〉

23 日㈪

24 日㈫

25 日㈬

26 日㈭

育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉
周防大島町人権教育推進大会

〈13：30 ～ 16：20　橘総合センター〉
家族懇談会〈13：30 ～ 15：00　日良居庁舎〉

27 日㈮

28 日㈯

29 日㈰

休日在宅当番医
〈9:00 ～ 17:00   川口医院  ☎７８－０３０６〉

ちょび塩ミニサミット in 周防大島（参加費：無料） 
〈9:30 ～ 14:30  大島文化センター〉

30 日㈪

31 日㈫

2 月

1 日㈬
こころに寄り添う聴き方講座

〈13：30 ～ 15：30（13：00 ～受付）日良居庁舎〉
【問合せ】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

2 日㈭
認知症相談日〈9：00 ～ 16：00　日良居庁舎〉

【問合せ】地域包括支援センター☎７３－５５０６

3 日㈮
こころの相談会【要予約】 

〈10:00 ～ 12:00  久賀福祉センター〉

4 日㈯

周防大島町認知症講演会
「ひとごとではない認知症のお話～治療と予防～」
〈10：00 ～　大島文化センター〉

講演会「世良修蔵の虚像と実像」
〈13：30 ～ 15：00　橘総合センター〉

5 日㈰

休日在宅当番医
〈9:00 ～ 17:00  野村医院  ☎７６－００１７〉

サザン・セト大島ロードレース大会
〈9：00 ～　周防大島町陸上競技場〉

6 日㈪ 特設人権相談所〈9：30 ～ 12：00　橘総合センター〉

7 日㈫

8 日㈬

ちょび塩の日ＰＲ活動 
〈10:00 ～ 12:00  Ａコープ三蒲店〉

ちょびトレ会（当日参加可・参加費無料） 
〈13:30 ～ 15:00 周防大島町総合体育館〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

島くらす海そうじ〈14：00 ～ 15：00　久賀ビー玉海岸〉

9 日㈭

10 日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 日良居庁舎（旧日良居中学校〉

11 日㈯
休日在宅当番医

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

12 日㈰

休日在宅当番医
〈9:00 ～ 17:00  正木内科医院  ☎７７－００２１〉

島スクエアフォーラム  ～海がひらく～
〈10：00 ～ 16：30　 大島文化センター〉

13 日㈪ 1 歳 6 か月児健康診査〈13:00 ～ 13：30（受付）日良居庁舎〉

14 日㈫

15 日㈬

16 日㈭

17 日㈮

18 日㈯

19 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  おげんきクリニック  ☎７４－２４９０〉
久賀駅伝大会〈防災広場周辺など　9：00 ～〉

20 日㈪

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（73）5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 28 年 11 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

３１ １ ４５

前年比

－１５ ±０ －９

物損事故件数

２９９ 前年比 ＋５

今月の納期（普通徴収）

　
　【第４期分】町県民税
　【第７期分】国民健康保険税　
　　　　　　  介護保険料
　　　　　　  後期高齢者医療保険料 
    
　 納期限　   １月３１日㈫

人の動き（１月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １７，２３７人 （29 人減）

男（日本人） ７，８４０人

女（日本人） ９，３０４人

外国人 ９３人 （1 人減）

世帯数 ９，６７１戸 （19 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生       7 人
　　転入    29 人 小計 36 人
減：死亡    39 人
　　転出    25 人 小計 64 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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